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あなたのプライバシーを守ります

側情洲識I剛7月旧力'6ｽﾀｰﾄ@,,2
溌溌ニノ月号

2002年No｡508

|主んでい硴雛力'6､〃んなで帥いに‘"7 灘

8 月に1度、 75歳以上の独り蟇ら

羅蕊議し高齢者と80歳以上の高齢者世帯

の昼食(弁当)を作り配達している

グループで､現在会員は40人。毎月第2第4水曜日の活動日に合

わせて会員を二つのチームに分け､それぞれ約100人分の昼食を作

っています｡｢私たちの作った弁当を喜び､待ってくれていることが

張り合いにつながっています｣と代表の松浦立子さん(石滝)。

4月にはこれらの活動が認められて、新いばらき新聞創刊50周4月にはこれらの活動が認められて、

みんなでハーモニー・･･･････････

○夢薑塾がホタルマップを作成ほか

10行政ニュース……………

12情報宅配便……･…･……・』

○無料の法律相談を開きます

○親子水泳教室の参加者を募集
年記念「地域功労賞」を受賞しました。



開
示
な
ど
の
流
れ

あ
な
た
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

『
個
人
情
報
保
護
制
度
』
が

７
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

一
瞬
一
郭
一
議

実施機関

(所管課）

個人情報保護窓口

（総務課）

請求者

身分証明書の持参

市民の皆さんのプライバシーの保護を図るとともに、

公正で信頼される市政の推進に役立てることを目的とし

て、個人情報保護制度が7月1日からスタートします。

この制度は、 「高萩市個人情報保護条例」に墓づき、

市民の皆さんが市が保有している自分の個人情報を見た

り、その個人情報に事実の誤りがある場合には誤りを訂

正したり、また、その個人情報が条例の規定に違反して

収集されたと認める場合に、その削除をしたりすること

を請求できるしくみです。

総務課盆23－21 19

守
りとゴ

ま
す

個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
特
定
の
個

人
が
識
別
さ
れ
、
又
は
容
易
に
識
別
さ
れ
得
る

も
の
を
い
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
あ
り

ま
す
が
、
例
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

①
基
本
事
項
に
関
す
る
も
の

氏
名
、
本
籍
、
住
所
、
生
年
月
日
な
ど
。

②
心
身
の
状
況
に
関
す
る
も
の

健
康
状
態
、
病
歴
、
心
身
の
障
害
な
ど
。

③
家
庭
状
況
に
関
す
る
も
の

家
族
状
況
、
親
族
関
係
な
ど
。

④
社
会
生
活
に
関
す
る
も
の

職
業
、
職
歴
、
学
歴
・
学
業
、
資
格
な
ど
。

⑤
資
産
・
収
入
に
関
す
る
も
の

資
産
状
況
・
収
入
状
況
、
納
税
状
況
な
ど
。

⑥
思
想
・
信
条
等
に
関
す
る
も
の

政
治
的
信
条
、
信
教
な
ど
や
社
会
的
差
別

の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
。

個
人
情
報
と
は

ー

開
示
、
訂
正
等
の
請
求
の
内
容
に
応
じ
て
、

所
定
の
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
個
人

情
報
保
護
窓
口
（
総
務
課
）
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
本
人
又
は
そ
の
法
定
代
理
人

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
運
転
免
許

証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
身
分
証
明
書
を
提
示
又

は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
に
関
す
る
個
人
情
報
で
あ
れ
ば
、
市
民

の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
な
た
で
も
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

未
成
年
者
又
は
成
年
被
後
見
人
の
法
定
代
理

人
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
自
分
の
個
人
情
報
の
開
示
（
閲
覧
、
写
し
の

交
付
等
）
を
請
求
す
る
こ
と
。

②
市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
が
事
実
と
異

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
訂
正
を
請
求
す

ヲ
（
》
三
」
、
し
」
○

③
個
人
情
報
の
取
扱
事
務
の
範
囲
を
超
え
て
、

む
や
み
に
自
分
の
個
人
情
報
が
収
集
さ
れ
た

場
合
は
、
そ
の
削
除
を
請
求
す
る
こ
と
。

④
個
人
情
報
の
取
扱
事
務
の
目
的
を
超
え
た
利

用
又
は
個
人
情
報
の
外
部
へ
の
提
供
が
な
さ

れ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
利
用
の
中
止

を
請
求
す
る
こ
と
。

請
求
の
方
法
に
つ
い

請
求
で
き
る
内
容

開
示
か
》
訂
正
等
を

間
＃
昭
も
請
求
で
き
る
人て

2



平成13年度の情報公開制度実施状況を報告します

『個人情報保護制度」より一足早く、平成13年4月

1日から実施されている『情報公開制度」の実施状況

です。市民の皆さんからの請求に応じ、市が保有して

いる情報を原則として公開するものです。

・情報の公開の請求件数 6件

・情報の公開の決定をした件数 4件

・情報の一部公開を決定をした件数 1件

・情報の非公開を決定した件数 1件

・不服申立をした件数 0件

どちらの公開制度も窓口は総務課("23-2119)です。

訂正などの

実施

一

決定通知書

の送付

請求者

身分証明書の持参

個人情報保護窓口

（総務課）

一

Ｆ
一
開
示
さ
れ
な
い
個
人
情
報
」

開
示
請
求
が
あ
っ
た
個
人
情
報
は
、
開
示
す

る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
情
報
に

つ
い
て
は
、
開
示
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
、
開
示
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
。

②
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
三
者
の
権
利
や

利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
。

③
個
人
に
対
す
る
評
価
又
は
判
断
等
に
係
る
個

人
情
報
で
あ
っ
て
、
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
務
の
適
正
な
執
行
に
著
し
い
支
障
が
生
ず

る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
。

④
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
生
命
、
身

体
又
は
財
産
の
保
護
、
犯
罪
の
予
防
等
に
支

障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
。

｜

’ ’
な
お
、
郵
送
に
よ
る
請
求
は
、
本
人
で
あ
る

か
ど
う
か
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
原
則
と

し
て
認
め
ま
せ
ん
。

開
示
請
求
に
つ
い
て
は
、
請
求
が
あ
っ
た
日

か
ら
晦
日
以
内
（
訓
日
を
限
度
と
し
て
延
長
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
に
開
示
を
行
う
か
ど
う

か
を
決
定
し
ま
す
。

訂
正
、
削
除
又
は
利
用
中
止
の
請
求
に
つ
い

て
は
、
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
鋤
日
以
内
（
帥
日

を
限
度
と
し
て
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

に
訂
正
等
を
行
う
か
ど
う
か
を
決
定
し
ま
す
。

決
定
を
行
っ
た
場
合
は
、
決
定
通
知
書
に
よ

り
請
求
者
に
通
知
し
ま
す
。

請
求
に
対
す
る
決
定
に
つ
い
煮

ー

’

開
示
が
決
定
さ
れ
た
場
合
は
、
個
人
情
報
保

護
窓
口
（
総
務
課
）
に
お
い
て
、
閲
覧
、
写
し

の
交
付
等
の
方
法
に
よ
り
開
示
を
行
い
ま
す
。

そ
の
際
、
請
求
手
続
の
場
合
と
同
様
に
、
本

人
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
身
分
証
明
書
を
提
示
又
は
提
出
し
て
く
だ
さ

い
○
訂
正
、
削
除
又
は
利
用
中
止
が
決
定
さ
れ
た

場
合
は
、
訂
正
等
を
行
っ
た
上
で
、
決
定
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す
。

開
示
、
訂
正
等
の
請
求
に
係
る
手
数
料
は
、

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
個
人
情
報
の
写
し
の
交

付
を
受
け
る
場
合
は
、
写
し
の
作
成
に
要
す
る

費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
示
、
訂
正
等
の
請
求
に
対
す
る
決
定
に
つ

い
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
行
政
不
服
審
査
法

に
基
づ
き
、
不
服
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。
不

服
申
し
立
て
は
、
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
帥
日
以
内
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
服
申
し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
は
、
高
萩
市

情
報
審
査
会
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
を
尊
重
し

て
、
再
度
開
示
、
訂
正
等
を
す
る
か
ど
う
か
を

決
定
し
ま
す
。

開
示
。
訂
正
等
の

実
施
に
つ
い
て

不
服
申
立
て
に
つ
い
て

費
用
に
つ
い
て

ー

不服申し立てを公平な立場から客観的に審査するため、第三者

による救済機関として、審査会が設置されます。

審査会は、識見を有する委員5人で組織され、実施機関から諮

問された不服申し立てについての審査を行い、答申します。

不
服
申
立
て
の
流
れ

情報審査会

1 l
諮
問

塞
呈
中

⑭ ｜
侭
晒

｜
》
蹄

｜
唾

1-蝿A

請求者 実施機関

(所管課）

個人情報保護窓口

（総務課）

請求者

3



市では簡素で効率的な行政運営の指針として平成8年に

『高萩市行政改革大綱』を策定し、この推進策に基づいて行

政改革に取り組んできたところです。

しかしながら、その後、急激な社会経済情勢の変化への対

応や市民の多様なニーズに応えられるような、より一層質の

高い行政サービスを提供する体制づくりが求められるように

なりました。このため高萩市行政改革懇談会などの意見を参

考にしながら、これまでの『大綱』の見直しを行い新たな

『高萩市行政改革大綱』を策定しました。

市ではこの新しい『大綱』に基づいて、引き続き行財政改

革を強力に推進していくことにしています。

その内容について紹介します。

策
定
し
ま
し
た
。

新
た
に
『
高
萩
市
行
政
改
革
大
綱
」
を

地
方
分
権
や
新
た
な
行
政
課
題
に
的
確
に

対
応
す
る
た
め
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運

営
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
組
織
・
機
構
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
新
た
な
行
政
課

題
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、
事
務
事
業
に
つ
い
て
絶
え
ず
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
適
正
な
施

策
を
選
択
し
て
い
き
ま
す
。

将
来
的
に
過
大
な
財
政
負
担
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
十
分
に
配
盧
し
、
新
た
に
発

生
す
る
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
で
き
る
健

全
な
財
政
運
営
に
一
層
努
力
し
て
い
き
ま
式

S

時
代
に
即
応
し
た

組
織
・
機
構
の
見
直
し

ー

■■

ア政
策
形
成
能
力
や
創
造
的
能
力
を
有
す
る

意
欲
あ
る
人
材
を
計
画
的
・
効
率
的
に
育
成

4窓
口
に
お
け
る
対
応
の
改
善
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
総
合
化
な
ど
、
市
民
の
立
場
に
立
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
情
報
通
信
技
術
を
積
極
的
に
活
用

し
、
事
務
処
理
の
簡
素
化
、
効
率
化
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
は
市
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
総
括
的
な
視
点

で
有
効
に
活
用
し
、
よ
り
効
率
的
で
適
正
な

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

に
、
給
与
制
度
の
一
層
の
適
正
化
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

定
員
管
理
の
適
正
化
に
努
め
る
と
と
も

人
材
の
育
成
と
確
保

公
共
施
設
の
蕾
理
運
営
等
の
見
直
し

ｰ

8広
域
的
な
見
地
に
立
っ
て
処
理
す
る
こ
と

が
適
当
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市

町
村
と
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
に
係
る
研

究
も
併
せ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
く
と
と
も
に
、
専
門
的
能
力
の
有
資

格
者
を
計
画
的
に
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

ご意見やご提案をお寄せください

この『大綱」については、今後実際に取り組

むべき具体的な内容を盛り込んだ実施計画を作

成することにしています。この計画作成にあた

り、市民のみなさんのご意見やご提案をお待ち

しています。

‘し新しい『高萩市行政改革大綱」は‘高萩市の

公式ホームページでご覧になれます｡J ■

http//wwwnet-ibaraki.nejp/takahagi/
し電子メールでも、ご意見やご提案をお受けし

ます。

t-kikaku@mbl .net-ibaraki.ne.ip

広
域
的
行
政
体
制
の
強
化

●
企
画
政
策
課

溢
閉
１
２
１
１
８

4

Z

事
務
事
業
の
見
直
し

11

財
政
運
営
の
健
全
化

e

定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

a

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上



雀 秒
建築課

盗23-7032

建築物の解体や新築･増築など行うときは今分別とリサイクルが必要になりました

◆分別解体･再資源化の発注から実施への流れ◆平成14年5月30日に「建設工事に係る資材の再

資源化等に関する法律(瀞ﾘｻｲｸﾙ)茜)」が施行され、

建築物等の解体にあたっては、分別解体等(分:||）

及び再資源化等(ﾘｻｲｸﾙ)が義務付けられました。

口届出の方法等

市内で行われる対象工事の発注者(建築主等）

は、工事着手の7日前までに、分別解体等の計

画について、高萩市長（窓口は建築課）に届け

出てください。

口対象となる工事の規模

ー

口対象となる建設資材

①コンクリート、②コンクリート及び鉄から

成る建設資材、③木材、④アスファルト ・コン

クリートです。

三

蕊
雪寺か

土地を求め家を建てるときは

こ〉厘良住宅団地定住促進奨励金制度をご利用ください

市が指定する住宅団地に、住宅を建築するために土地又は土地付き住宅を購

入した人に、土地取得費の一部を助成する「優良住宅団地定住促進奨励金制度」

がスタートしました。

口適用期間と対象となる人 平成14年4月1日から平成19年3月31日の間に

市が指定する住宅団地に住宅を建築するため土地又は土地付き住宅を購入し

た人で、購入後2年以内に住みはじめ、 5年以上住み続ける人です。

口市が指定する住宅団地（優良団地） グリーンタウンてつな住宅団地、小

島団地、島名団地、翠ケ岡団地です。

＊この団地内でも、一部対象外の敷地があります。

口奨励金の額 土地取得費の10分の1で、限度額は100万円です。

口申請する時期 土地を購入して、住宅が完成した後です。

＊土地付き住宅の場合は購入後です。

ー

停安剣暮らしのために道路を瞥退するときは匡椴あい道路砺帽豊偏促道欄珈金制度をご利用ください
編入するために行う分筆費用の一部を助成する制度で

す。

口補助の対象

都市計画区域内の市道に接する敷地において、建

築行為に際し既存塀等の撤去をする場合や道路の区

域に編入するための分筆測量等をする場合です。

口補助金の額

撤去費用・分筆測量費用とも基準により算出した

額で、限度額は15万円です。

都市計画区域内の敷地に接する道路が幅員4メートル

未満の場合は、敷地の後退が必要になります。これは緊

急時の車両の通行や安全で快適な住環境を整備するうえ

でも非常に重要です。この後退部分には、建築物の付属

する門・塀などの築造や生垣等の設置もできませんので

ご注意ください。

市では、幅員4メートル未満の道路の拡幅を促進し、

住環境の整備に寄与することを目的とした「狭あい道路

拡幅整備促進補助金制度」があります。この制度は、塀

や生垣などの撤去費用の一部や後退部分を道路の区域に

5

工事の種類 規模の基準

建築物の解体 阯床箙 80㎡

建築物の新築・増築 翫礁 500㎡

建築物の修繕

その他の工作物

・模様替(ﾘﾌｫｰﾑ等） ｜
に関する工事(土ﾎｴ篝) ’

工素負鐡’億円

I素員殿500万円



黄綬褒章 勲六等単光旭日章受
章 落合政雄さん

（島名）

落合さんは、昭和28年
しようい

に高萩市傷痩軍人会の組

織結成に尽力され、その

後、同会会長、県の理事

として活躍されていま式

また、昭和47年からは､戦

傷病者相談員として多大

な功績を残されていま式

《喜びの声》戦争で傷つ《喜びの声》戦争で傷つ

田所幸男さん
（春日町）

田所さんは､昭和22年

から55年の永きにわたり

教科書供給事業に従事さ

れ､学校教育に対する深

い理解と教科書取次供給

業に対する強い使命感に

より学校教育の振興に多

大な貢献をされていま式 総
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

J

1,‘、 必

■ 醤

《喜びの声》親の後を継いでやってきただけで、こ

のような褒章をいただいてびっくりしています。こ

れまで私の仕事を支えていただいた学校をはじめ、

地域のみなさんに感謝の気持ちでいっぱいです。

いた方やその奥様など､大

変な生活を送っている方々に少しでも力になれれば

と思いこれまでやってきました。この受章は､そんな

私の活動を支えていただいたみなさんのおかげです

公
平
委
員
会
委
員
に

廣
瀬
俊
美
さ
ん
（
安
良
川
）

高萩市国際交流協会が

善行表彰を受賞
画〆

これは(社)日本善行会が顕著

な社会活動をしている団体に対

して表彰を行うもので、同協会

は国際貢献の分野で先進的・継

続的な取り組みが評価されての

受賞となりました。
初めての女性委員と聞いて、

少々戸惑っています。委員として

の活動を求められた時は、公平な

立場に立って職務にあたっていき

たいと思います。 ［任期は平成14

年5月23日から4年間です］

▲I第28回高萩国際交流の集い』で外国人留学生と交流 ［5月3日(金)～5日(日)］

高萩市国際交流協会が主催したこの事業には、 14か国から45人の外国人留

学生が来市。みなさんは松岡地区公民館でモチつきや琴、茶会などの体験の

ほか、ホームステイではホストファミリーの一員になって日本の生活を楽し

みました。
嬢…:鴬｡や｡聴蝋乱…

（
》 第16回スポーツ振興大会でスポーツ奨励者

競技優秀者。競技優秀団体を表彰

5月25日 （土)、市体育協会が主催して中央公民館で開かれ

たこの大会では、市のスポーツ振興に尽力されたみなさんをは

じめ、平成13年度に各種競技大会で優秀な成績を収めた個人や

団体の表彰が行われました。 ＊（ ） |ま(住所所属種目)で個人名|撒柵．

スポーツ 灘§〃】宅

中西利夫(賑l ) 、杉浦康之(醜)、寺門義靖(杣） 斎藤愛子(仙中:卓蹴)、田村悠一(高榊:ﾚｽﾘﾝ ） 、田中美里

(剛山中:陸tlOOmt)、西川諒(M山中:空手)、関口理沙(剛川:空手）競技優秀者…f1

認§＃競技優秀団体渡辺貴恵子(醜:ｿﾌﾄﾃﾆｽ)、富田尚美(島名:ｿﾌﾄﾃﾆｽ)、丹波幹

子(島名:ｿﾌﾄﾃﾆｽ)、広木京子(娘l l l :障諸ｽｰﾂ絵)、蓬田剛(敲

町:鮠)、島田一也(島名:弓道)、鈴木謙司(帆丘高卒: ｸｼﾝ )、羽部

晴美(高縮卒:弓道)、桧山昌幸(罰I類卒:ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝ )、金澤

宏昭(帆鎬卒: ｸｼﾝ )、関根啓(高紅類卒:ﾊﾝﾏｰ慨| )、大平直樹

(仙丘高: ｸｼﾝ)、高原あゆみ(高編:噸)、佐藤克憲(高紅類:鮭

8種瀧)、出田裕一(帆丘高: ｸｼﾝ)、金澤悠(帆丘高: ｸｼﾝ )、郡

司晋也(杣中卒:陸上3瞳鮒)、鈴木隆明(M山中卒:陸上3瀞版)、江端翔

(杣中卒:陞上800mf)、広川雄-(高榊卒:ﾚｽﾘﾝ)、福田敬佑(高榊

卒:ﾚｽﾘﾝ)、斉藤真健(高榊:ﾚｽﾘﾝ)、小川晃広(高榊:ﾚｽﾘﾝ)、

口高萩市弓道会[¥50回全国冑年絵鰄縣駐弓道締のMで餅1

口高萩市身障者団体連絡協議会{鰄県鮴障害者ｽｰﾂ絵で第3位］

口高萩高等学校弓道部[関鶇等報弓猷金剛県瀧会好団蜘部で餅1

口高萩高等学校体操部{鰄馬等学鮴縣捌A松男子団伽鵬Iで第2ﾛ

ロ高萩中学校体操部男子l茄順中輔鮴媚姶峅鮒男子団伽部醗2伽

口高萩中学校体操部女子旧嫉雛好団伽部で第3伽

口秋11l中学校女子バｽｹｯﾄポｰﾙ部旧好ｽｹｯﾄｰﾙ卿で第3伽

口秋山中学校女子駅伝ﾁｰﾑ'第15噸順中報肺簾始好卿礁3m

口秋山中学校[鰄県中報洲体散会好船螂で第3位1
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’ 下博さん(島名)が毎朝空零垂捻い駕溌鰯1『

毎
朝
の
犬
の
散
歩
に
併
せ
て
道
路
沿
い
に
落
ち

て
い
る
空
き
缶
を
拾
い
集
め
て
い
る
山
下
さ
ん
。

そ
の
取
り
組
み
は
も
う
一
○
年
ほ
ど
に
な
り
ま
式

◇

五
細
謝
瞬
靭
誹
雌
端
怖
獅
棚
怖
澁

も
な
い
中
、
散
歩
の
お
相
手
の
チ
ャ
ム
と
い
う
名

の
犬
と
い
っ
し
ょ
に
現
わ
れ
た
山
下
さ
ん
の
手
に

は
、
大
き
な
買
い
物
の
袋
が
握
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
散
歩
の
コ
ー
ス
は
五
つ
く
ら
い
あ
り
ま
す
。

今
日
は
四
日
前
に
歩
い
た
コ
ー
ス
を
散
歩
し
ま
式

毎
日
同
じ
コ
ー
ス
で
は
空
き
缶
が
拾
え
ま
せ
ん
か

ら
ね
」
と
山
下
さ
ん
。
今
日
の
コ
ー
ス
は
自
宅
の

あ
る
島
名
か
ら
石
滝
地
区
を
回
る
一
時
間
程
度
の

コ
ー
ス
。
安
良
川
地
区
を
回
る
場
合
も
あ
り
、
そ

の
時
は
約
二
時
間
か
か
る
と
い
い
ま
す
。

歩
き
始
め
て
数
分
で
最
初
の
空
き
缶
に
出
会
い

ま
し
た
。
そ
の
時
、
奇
妙
に
も
犬
は
じ
っ
と
拾
う

姿
を
見
つ
め
る
よ
う
な
仕
草
で
待
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
歩
い
て
は
止
ま
り
歩
い
て
は
止
ま
り
の

繰
り
返
し
の
中
で
、
同
じ
よ
う
な
仕
草
を
見
せ
る

犬
の
行
動
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見

て
い
る
と
、
ま
る
で
犬
が
空
き

缶
の
あ
る
場
所
を
教
え
て
い
る

か
の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

歩
調
隣
弛
一
耐
繩

な
っ
た
こ
ろ
に
は
コ
ー
ス
も
そ

れ
ま
で
の
幹
線
道
路
か
ら
広
い

市
道
へ
。
こ
の
時
点
で
袋
は
ほ

ぼ
い
っ
ぱ
い
の
状
態
。
「
袋
が

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
、
後
で

取
り
に
く
る
よ
う
に
適
当
な
場

所
を
見
つ
け
て
隠
し
て
置
い
て

ー'

と
い
う
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
空
き
缶
を
拾
う
た
め

に
は
ど
う
し
て
も
腰
を
か
が
め
な
け
れ
ば
な
ら
蚕

足
腰
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

「
散
歩
の
前
は
、
家
で
軽
い
体
操
を
し
て
か
ら
出

か
け
ま
す
。
足
腰
へ
の
影
響
を
考
え
て
の
こ
と
で

す
が
、
逆
に
適
度
な
運
動
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

と
、
健
康
の
維
持
に
も
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と

話
し
て
い
ま
す
。

日
簾
鮒
鯉
筬
撚
怨
鯉
垂
鶴

出
し
な
が
ら
、
「
数
日
の
間
に
こ
ん
な
に
も
空
き

缶
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
は
心
な
い
大
人

の
行
為
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
姿
を
子
ど
も
た

ち
は
ど
う
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
子
ど
も
た

ち
へ
の
影
響
が
心
配
で
す
」
と
怒
り
に
も
似
た
思

い
を
話
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
先
に
通
っ
た

幹
線
道
路
は
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
に
も
な
っ

て
い
る
道
路
。
そ
の
道
路
で
車
か
ら
空
き
缶
を
捨

て
る
よ
う
な
大
人
の
姿
を
見
た
時
に
、
子
ど
も
た

ち
は
ど
う
思
う
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
「
ま
ず
は
、
子
ど
も
た
ち
に
範
を
示

す
よ
う
に
、
大
人
の
人
に
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま

ち
を
少
し
で
も
き
れ
い
に
す
る
よ
う
な
気
持
ち
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
そ
う
す
れ
ば
空
き

缶
な
ど
の
ゴ
ミ
は
も
っ
と
少
な
く
な
る
と
思
い
ま

す
」
と
山
下
さ
ん
。

◇

い
き
ま
す
。
そ
し
て
新
し
い
袋
で
ま
た
拾
い

集
め
ま
す
。
両
手
で
持
つ
の
は
大
変
で
す
か

ら
ね
」
と
山
下
さ
ん
。
確
か
に
空
き
缶
と
は

い
え
そ
の
量
が
ま
と
ま
る
と
、
持
っ
て
歩
く

に
は
負
担
に
な
る
ほ
ど
の
重
さ
に
な
り
ま

す
。
「
た
く
さ
ん
拾
っ
た
時
は
、
朝
食
で
茶

碗
を
持
つ
手
が
震
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

ー

、

自
宅
に
着
く
と
、
手
に
持
っ
た
袋
か
ら
大
き
な

赤
い
ネ
ッ
ト
に
空
き
缶
を
移
す
作
業
が
待
っ
て
ま

す
。
も
う
す
で
に
空
き
缶
が
詰
ま
っ
た
赤
い
ネ
ッ

ト
が
三
つ
庭
の
片
隅
で
横
に
な
っ
て
い
ま
す
（
写

真
右
）
。
「
拾
っ
た
空
き
缶
は
、
こ
う
し
て
ま
と
め

て
月
二
回
の
資
源
ゴ
ミ
の
時
に
出
し
て
い
ま
す
」

と
山
下
さ
ん
。
荒
天
時
以
外
は
毎
日
行
っ
て
い
る

と
い
う
朝
の
日
課
が
今
日
も
続
い
て
い
ま
す
。

水戸信用金庫高萩支店で

毎週駅前清掃

同
支
店
で
は
、
毎
週
木
曜
日
の
午
前
八
時
か
ら

の
一
五
分
間
、
職
員
一
二
人
が
箒
や
塵
取
り
を

手
に
駅
周
辺
や
駅
前
通
り
の
清
掃
を
行
っ
て
い

ま
す
。
「
私
が
赴
任
す
る
前
か
ら
続
い
て
い
る

活
動
で
す
。
少
し
で
も
ま
ち
が
き
れ
い
に
な
れ

ば
い
い
で
す
ね
」
と
支
店
長
の
石
川
義
雄
さ
ん
．

鰯型

4

嬢
騨
〃
懇
墨

一

》
／
』
ぜ
》
率
』

謬蕊霧瀞
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◎まちの情報をお寄せください。
‘ ､､ 鵠 . ． ． ､ ､

課壷23-7320f<

〃～ FAX24－4653；

し市役所秘書

電子ﾒｰﾙアドレス takaha91@pOnet-ibaraki,

墾舍宅書砦
ne｣lp

鰯
種もみから育てた苗を植える

親子で1日を楽しく遊びましたー

職蕊蕊蕊認植え籍r燕彌三(月) ’
艤溌謀b<遡海認撚砿場5月1鐡錨 …

同
校
に
隣
接
す
る
学
校

田
を
会
場
に
、
開
か
れ
た

こ
の
集
会
に
は
、
全
校
生

徒
が
参
加
。
み
な
さ
ん
は

学
年
ご
と
に
分
か
れ
て
種

も
み
か
ら
育
て
た
モ
チ
米

の
苗
を
て
い
ね
い
に
植
え

ま
し
た
。
秋
に
収
穫
し
た

モ
チ
米
は
、
文
化
祭
で
使

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

曇

市
内
調
の
団
体
や
企
業
が
そ
れ

ぞ
れ
に
催
し
物
を
企
画
し
て
開
か

れ
た
こ
の
広
場
に
は
、
親
子
連
れ

な
ど
約
２
，
３
０
０
人
が
参
加
。

会
場
の
森
林
公
園
に
は
、
木
工
工

作
や
ミ
ニ
新
幹
線
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
乗
馬
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
が

作
ら
れ
、
親
子
そ
ろ
っ
て
一
日
を

楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
で
は
、
今
年
８
月
に
開
か
れ
る

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
Ｐ
Ｒ
も
行

わ
れ
ま
し
た

▲インターハイのPR

高萩市と北茨城市を会場

に開かれる□－ドレース

の紹介のため、競技練習

用自転車の体験乗車など

がありました。

職いっぱいワラビを採 I 龍

綴

■
〆
ｉ
■
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

》
同
校
の
特
徴
あ
る
活
動
と
し

て
毎
年
開
い
て
い
る
こ
の
観

》
採
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

察
会
に
は
、
全
校
児
童
が
参

加
。
会
場
の
大
荷
田
地
区
の

開
け
た
丘
陵
地
で
、
そ
れ
ぞ

れ
袋
を
手
に
持
っ
て
ワ
ラ
ビ

苧抄'

瀞
鯉

鴬
蟻

驚
h,窪；

へ
）

齢全

蕊

一一

I参薑菫が紗ﾙﾏﾂブを作成
信号を見て渡ります

|罵鋤諏鮫通鍵蕊尋燕蜘則金)’
このマップは、夢蒼塾で取り組んでいる

｢ホタルの里づくり活動」の一つとして作

成したものです。この中には市内で観察で

きるゲンジボタルやへイケポタルの場所や

それぞれの生態や特徴が掲載されていますろ

こ
の
教
室
に
は
、
新
一
年
生
部
人
の

ほ
か
指
導
者
と
し
て
交
通
安
全
母
の
会

の
み
な
さ
ん
な
ど
が
参
加
。
会
場
の
校

庭
に
は
白
線
で
道
路
を
記
し
、
信
号
機

も
立
て
ら
れ
る
な
ど
模
擬
コ
ー
ス
が
作

ら
れ
、
新
一
年
生
の
み
な
さ
ん
は
交
差

点
で
の
安
全
な
渡
り
方
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
腹
話
術
の
紹
介

も
あ
り
、
楽
し
く
交
通
ル
ー
ル
を
学
び

ま
し
た
。

ゲンジボタルの観察会を開きます ’
○日時6月15日(土)午後7時30分～9時。

＊雨天の場合は、翌日に順延。

○会場後谷地区(予定)。 ＊参加費は無料。

○申込当日、午後7時30分までに市役所

内の駐車場に集合。 ＊ﾉI学生以~附艤者同伴，

●夢蒼塾坂本喜己さん窓23-2625
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通院医療費公費負担について

今年4月1日から、それまで県が行っていた

精神障害者保健福祉に関する保健・福祉サービ

スの業務を市が行っています。その－つになっ

ている通院医療費公費負担について紹介しま式

■内容病院または診療所へ入院しないで、精

神障害の医療等を受けている人に対し、通院

医療に要する経薑の95％を保険者と公費で

負担する制度です。 （患者の自己負担は5％

ですが、県内の各市町村国民健康保険に加入

している人の自己負担はありません）

■有効期間2年。 ＊継続の申請を行えば引き

続きこの制度を受けることができます。

■申請方法（初めて申請する場合） 次の3つ

の方法があります。

①申請書に診断書を添付。

②申請＝に精神障害者保健福祉手帳の写しを

添付。

③手帳の新規申請あるいは更新申請に併せて、

診断＝または障害年金証書の写しを添付。

※この申請に必要な書類は、福祉事務所にあ

ります。

◆福祉事務所壷23-7030

三二三三

1日郵便局長が花鉢をプレゼント
一ナー

冒瀧嬢認蕊59回測蛎銅毎"23E

…豆干騨ガん藏便開

I

灘蕊
郵
便
事
業
の
始
ま
り
を
記
念
し
て

開
か
れ
た
こ
の
催
し
で
は
、
１
日
郵

便
局
長
に
元
学
校
長
の
鈴
木
淳
さ
ん

（
秋
山
》
写
真
左
）
が
就
任
。
鈴
木
さ

ん
は
郵
便
局
を
訪
れ
た
み
な
さ
ん
に
、

ガ
ー
ベ
ラ
や
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
な
ど
の

花
鉢
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

…《

江 鰐を垂
＝乎基琴二

/廷

L' 一

墓 V

巡蕊
里

瀞
轍

推
鎧
謹
串
輻

ー

；
》
》

：
一

●●● ｡●● ●●
● Ge c●● G

0

[ヨ［ヨ

地
内
に
あ
る

を
会
場
に
開

新
春
放
談
に

ど
約
加
人
が

の
岩
倉
市
長

院
建
設
問
題

市
政
全
般
の

ど
に
つ
い
て

ま
し
た
。

一

ー

＊市政モニター：道上俊夫さん（高萩)の意見

乖茜鐙舅の防止策につ&0て
日立市では6月からゴミの有料化を開始する

ことから、不法投棄が増大する恐れがあるため

対策会議を設置するとともに監視体制を発足さ

せ監視パトロールを強化するといいます。

当市の豊かな水と緑を守るためにも監視体制

を強化すべきだと思いますが、現在どのような

体制で対応しているのでしょうか。 (略一部鋤

[生活環境課］市では、不法投棄防止監視員設

置要項により、各地域に合わせて40人の監視

員を委I属し、不法投棄の発見・通報のほか、環

境美化思想向上のための啓発活動を行っていま

す。また、市の公用車に「不法投棄監視中」の

ステッカーを貼り、山間地域には言板を設置す

るなど不法投棄の未然防止に努めています。

じさせる盆栽との出会い ー

4屑1(IH 引(上

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ

ー
を
会
場
に
開
か
れ
た
こ
の
展

示
会
に
は
、
高
萩
盆
栽
会
の
み

な
さ
ん
の
作
品
な
ど
約
加
点
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
新
緑
に
彩

ら
れ
た
盆
栽
が
並
ぶ
会
場
で

は
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て

い
ま
し
た
。慰獄

識

蕊

灘

高萩市市民憲章昭和49年制定 ＝

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう｡～

きまりを守り、明るいまちをつくりましょ

蕊蕊ぅ
､ .･･ . ､ 、 ； ｡､ ､

礼儀を正Uくし､うるおいのあるまちをつ
元気で働きも豊かなまちをつくりましよう6HR'F";":＆ 。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

市の花／はぎ 市の木／まつ 市の烏 き上

Ｇ
●
●
。
■

１

１

１

１

１ ． .” ． 、 ｡津ユ ‘x4，

剣

曇 灘
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可|塞薙の合闘識式即識鈴’大建工業（株）高萩工場 Ｉ
シ
リ
ー
ズ

－
－

長久保秀幸さん（島名）

行
政
ニ
ュ
ー
スス

Q.会社について教えてく

ださい。

A.従業員は220人、断熱

ボードの専門工場として

操業を開始し、住宅用外

装材の防火サイディン

グ、木質繊維板、畳ボー

ドなどを生産しています。
士‐まず]瓦？

少

企
業
と
若
人

館喜驚齢鰯灘贈蕊
受講生は延べ1,200人。合同開講式の

糺繍瞭禁駕嫡穂
／学校週5日制と生涯学習について、細金教
育長から講話がありました。

｢I
Q. どのような仕事をされていますか？

A.防火サイディングラインで35種類･ 2万枚のう．レー

ト （模様を付ける枠） を使い分けながら、プレスエ程の

オペレーターを担当しています。

Q.仕事上で注意していることをお聞かせください。
A. 4 '､ﾝや5トンという大型の

リフト車を使用するので、

慎重に操縦しています。ま

た、製品にばらつきが出な

いように気をつけています。

Q. これからの目標をお願い

します。

A.入社8年目になりますが、

慢心にならぬよう気をつけ

て製品の精度をあげ、お客

様が喜ぶような製品を生産

していきたいと思っています。

諏
龍
重
埼
玉
一
県
遠
の

交
流
を
深
め
る
５
吊
日
壷

篭
鞍
簿

ー

岩倉市長や市職員が飯能市を訪れました

(写真上)。同市は中山氏の縁で結ばれたまち

で､今後の交流を約束しました。また､同15

日(水)には、明治神宮崇敬会飯能婦人部の

会員40人が本市を訪れ(顎下)､中山氏縁の松

岡地区などを見学しました。日本文化にふれて！
エイェルティー

(ALT<外国語指導助手＞トレイシーさんのコーナーです）

日本にきてから、たくさんの新しい日本にきてから、たくさんの新しい

こと楽しいことに触れました。大学時

代にも日本文化を勉強していたのです

騨華鯖雲舞蕊

:
教室｜

本当に綺麗で大好きなので、気付けを覚えること

す。着るということに、時間とエネルギーが必要

へ
）

高繊灘計功癌労 表彰 5月13日(月）

剣

I
8

f馳‘

／

／着物は、本当に綺麗で大好きなので、気付けを覚えること

は楽しいです。着るということに、時間とエネルギーが必要

なんだということを実感しました。

料理教室は、感激l 美味しい料理を覚えることができる

し、たくさんの食べ物の名前も覚えられるんですもの。この

ように、私の－週間は本当に充実しています。新しいことを

学び、新しい友達を作ることができるというのは、楽しいで

すね。

市長表彰に松本ゆき子さん(M山写真右)、統計

協会長表彰には片野忠雄さん(ﾎ、同左)が受賞

されました。2人は国勢調査をはじめとする

統計調査員として、それぞれ35回。 13回従事

しています｡地道に積み上げられたデータは、

国や県などの政策を決める指針となります。

ｚ
ｍ
一
三
ｍ
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横
山
歯
科
医
院

睡激MI屯ﾒ尋L__－

口は外に開いた臓器です
（ ）

） 山
崎
雅
美
先
生

、

国
丼
美
香

ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

高齢者の皆様は、肺炎を起こし
こうくう

やすいといわれています。口腔内

には、 さまざまな細菌が棲んでい

ます。それが食物とともに気管に
ごえん

入り起こるものが「誤嚥性肺炎」

です。

像
準
簾
凝
禰

－ず) ､ﾜ

この予防は口腔内を清潔に保つこと、及び食後はできるだけ座位
ごえん

(座った姿勢） を保つことです。誤嚥を起こしやすい兆候として、

①食べるとむせる、②胸につかえる、③食後に咳が出る、④食後に

声がかすれるなどが見られます。
えんげ

嚥下障害があると、ゴックンと飲み込むことがうまくできません。

かんでいる間に、飲み込みの意識なしに、食べているものの一部が

トロトロと喉の奥に落ちていってしまうのです。これを予防するに

は、ゆっくりと喉の奥に流れ落ちるような、 トロミのついた料理が

比較的安全といわれています。また、食事の前・中・後のそれぞれ

に、ゼリーを食べるのもよいことです。ゼリーは水分補給もできる

ほか、口や喉に残った食べかすをきれいにする働きがありますし、

冷刺激にもなります。

いろいろと工夫することが大切だと考えます。

■と き 6月1 5日 （±）

午後6時開演

■ところ文化会館

■入場料 2， 000円（全席自由）

◎プレイガイド◎田所書店、仲屋書店、

上島名ねもと、モンペリせきね、和田ス

トアー（十王町)、ピアノマート （磯原)、

日立市民会館、高萩市文化会館
ー

文化会館で市民ギャラリー｢春の山野草圃
5月10日(金)～12日(日）

高戸婦人会野菜直売所

季節により海草(ワカメ・赤イソ・

ノリ）など海産物も店頭に並ぶ。

もちろん朝取りの野菜や、漬物な

どの加工品も豊富です。

開設日 火・木・日曜日

営業時間6： 00～1 1 ：00

（冬季は6：30から）

所在地高戸小浜進入路付近。

同館ホワイエで開かれたこの展示会で

は、市民のみなさんが丹精込めて育てた

約300点の山野草が展示されました。会

場には、 ウラシマソウなどが色鮮やかな

花を咲かせていました。
ー

零＝琴琴参一毎寒蓉蓉

|孑供6喚画会’ 7月13日 （土) 14:30~
「七匹の子やぎ」 「ムーミンおじさんは手品師」

|訳し)かみ教室’ 6月15日 （土) ↑4:30～
「こものいれ」 「オットセイ」 「かざぐるま」 「ぼうし」

|お(さぢⅢし会’ 6月22日 （土) ↑4:30～
絵 本 「へびかんこうセンター」

紙芝居 「おやだれかしら？」

ﾈﾙｼｱﾀｰ 「たなばた」

7月10日 （水） 14：30～

絵 本 「タンポポ・ボン」

紙芝居 「いちばんがすきなサンちゃん」

ﾈﾙｼｱﾀｰ 「きんのおのぎんのおの」

○小学校中学年の部

・ねこたち町(アリス館） ．mの谷のスーパーマケット(ひぐまの出版）

・ぼくのクジラ(文研出版）

○小学校高学年の部

・アンソニー(あかね書房） ．よみがえれ白いうイオン(評論社）

・カブトエビの寮い夏儂山漁村文化協会）

○中学校の部

・フクロウはだれの名を呼ぶ(あすなる書房）

・カナリーズ・ソング(金の星社）

・クマ追い犬タロ(小峰書店）

「一~‐一・一・一・一~‐一ーー‘■■ー‘■■ー‘■■'一‘■■'■~一ー一・一・一・一・一・一一一一一＝』■■－－－＝'一'一一一‘■■－－－一可

図書館カレンダー●は休館日
L--------一一一一一----.-.-.___一一一一一一一一一-----.---------______」

＊日月火水派釜干銅職鰄藷’
' 62③4 5 6 7 8 7 7③9 10 1↑ '2 13 1
9⑬11 12 13 ↑4 15 ↑4⑮16 17 ↑8 ↑9⑳｜

|月↑6⑰18 ｲ92021 22月21②2324252627 1
2%"252627@29 28 30

L,.ローーーーーーーーーーーーーー,－．－－－＝－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－」

了
、

図
書
館
ガ
イ
ド

開館時間を

午前9時30分｛

； ：

燕撫I
青少年読書感想文全国コンクール課題図書
○小学校低学年の部

・けんかのきもち(ボﾌﾟﾗ社） ・むしたちのうんどうか、

・ヤギになっちゃうぞ噺日本出版社）

(童ﾉ耐

鐸
､I
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▼
日
時
６
月
記
日
（
金
）
午
後
１
時
釦
分
か

ら
。
▼
会
場
市
民
相
談
室
。
▼
相
談
舅

茨
城
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
の
石
島
秀

朗
先
生
．
▼
募
集
人
員
６
人
（
先
着
順
『
相

談
時
間
は
１
人
釦
分
程
度
。
▼
申
込
６
月

詣
日
（
火
）
午
前
８
時
釦
分
か
ら
電
話
で
申
し

込
み
。
※
こ
の
時
間
以
前
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。
▼
問
合
せ
秘
書
課
壷
空
１
７
３
２
０

▼
開
催
期
日
８
月
詣
日
（
日
）
か
ら
の
毎
週

日
曜
日
。
※
雨
天
順
延
。
▼
会
場
市
営
野

球
場
ほ
か
。
▼
チ
ー
ム
編
成
市
内
に
居
住
、

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人
（
堂
生
を
除
く
）
で

監
督
を
言
め
あ
人
以
内
．
▼
参
加
費
１
チ

クニ＝＝＝、

｜募

集

薑らしに役立つ無
料
法
律
相
談
の
相
談
者

第
釦
回
高
萩
市
長
杯
争
奪

軟
式
野
球
大
会
出
場
チ
ー
ム
》

便宅酉己|

〉

●●● ● ●

ｌ
ム
５
，
０
０
０
円
。
▼
申
込
６
月
旧
日

（
火
）
か
ら
７
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
、
参
加
薑

を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ
。
▼
問
合
せ
市

民
体
育
館
窓
銅
１
２
５
５
２
ま
た
は
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
冠
四
１
７
０
３
６

▼
開
放
校
市
内
の
小
・
中
学
校
９
校
．
▼

開
放
期
間
７
月
四
日
（
日
）
か
ら
８
月
旧
日

（
土
）
ま
で
と
、
８
月
〃
日
（
土
）
か
ら
訓
日
（
土
）

ま
で
。
※
学
校
が
使
用
す
る
場
合
は
開
放
し

ま
せ
ん
．
▼
開
放
時
間
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
。
▼
対
象
加
入
以
上
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
・
※
利
用
希
望
団
体
は
６
月
記
日
（
金
）

に
行
わ
れ
る
普
通
救
命
講
習
会
を
、
１
団
体

３
人
以
上
必
ず
受
講
す
る
こ
と
。
▼
申
込
６

月
副
日
（
金
）
ま
で
に
市
民
体
育
館
へ
。
▼
問

合
せ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
遍
四
１
７
０
３
６

▼
日
時
７
月
訓
日
（
水
）
か
ら
８
月
４
日

（
日
）
の
５
日
間
．
午
前
旧
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
。
▼
会
場
勤
労
冑
少
年
ホ
ー
ム
．
▼

講
師
県
内
外
の
美
術
家
．
▼
内
容
と
定
員

洋
画
（
静
物
・
人
物
）
釦
人
ゞ
洋
画
（
人
体
）

釦
人
、
日
本
画
（
静
物
）
釦
人
．
▼
受
講
料

一
般
３
，
２
０
０
円
、
学
生
２
，
４
０
０
円
。

「
人
体
」
の
場
合
は
、
｜
般
８
，
０
０
０
円
、

学
生
４
，
８
０
０
円
。
※
教
材
費
は
自
己
負

担
．
▼
申
込
７
月
４
日
（
木
）
か
ら
９
日

（
火
）
の
午
前
旧
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
、

小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル

無
料
開
放
の
利
用
団
体

美
術
講
習
会
の
受
講
者

ー

● ●● ● 号● ● ●●● ID

▼
日
時
６
月
配
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
．
▼
会
場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

▼
対
象
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
▼
参

加
費
無
料
。
▼
講
師
高
萩
消
防
署
員
．

▼
内
容
止
血
、
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
な
ど
．
※
軽
装
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
後
に
は
、
修
了
書
を
交
付
し
ま
す
。
▼

申
込
６
月
四
日
（
金
）
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
．
▼
問
合
せ
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
恋
配
１
７
０
３
６

▼
期
間
７
月
距
日
（
月
）
か
ら
配
日
（
金
）
と
、

調
日
（
月
）
・
釦
日
（
火
）
の
７
日
間
。
▼
会
場

秋
山
小
学
校
ブ
ー
ル
．
▼
対
象
小
学
１
年

生
か
ら
３
年
生
の
子
と
親
釦
組
（
仙
人
）
．
▼

参
加
費
親
子
で
１
，
０
０
０
円
．
▼
申
込

６
月
記
日
（
火
）
か
ら
７
月
５
日
（
金
）
ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ
。
▼
問
合

せ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
溢
四
１
７
０
３
６

申
込
舌
（
教
育
委
員
会
・
市
役
所
受
付
に
あ

り
ま
す
）
に
受
講
料
を
添
え
て
、
生
涯
堂
習

課
ま
で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
※
先

着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。
▼
問
合
せ
生
涯

学
習
課
壷
羽
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

側
男
女
共
同
参
画
推
進
協
謹
室
の
書
異

男
性
と
女
性
が
お
互
い
の
特
性
を
理
解
し

あ
い
、
そ
の
特
性
を
発
揮
で
き
る
ま
ち
づ
く

普
通
救
命
講
習
会
の
受
講
者

親
吾
水
泳
教
室
の
受
講
者

詞〆

●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●■●● ●●●｡●●■●●●｡●●●●●●､●●●●●●●●●●●

公園君(中奥｡松岡地区)l｡T謂習会⑳2次募第！
り
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
男
女
平
等
や
女
性

に
か
か
わ
る
問
題
等
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

人
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
．

▼
日
時
７
月
Ⅲ
日
（
木
）
午
後
１
時
釦
分
か

ら
３
時
釦
分
。
▼
場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
。
▼
内
容
研
修
・
先
進
地
視
察
な
ど
。

※
託
児
所
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
．
▼

申
込
企
画
政
策
課
あ
て
電
話
で
申
し
込

み
。
▼
問
合
せ
企
画
政
策
課
壷
空
１
２
１

１
８

パソコンの基本操作、 インターネットや電子メールの利用方法を、 12時

間で学びます。 （ ｶﾒ ・ ﾎｰﾑｰ作成などの講座は、中央公民館で行います）

■受講資格市内に居住または勤務している20才以上の人。

■受講料無料（ただし、教材費やテキスト代は受講者負担)。

■講座数中央公民館…15講座228人、松岡地区公民館…6講座96人。

■開設期間中央公民館…8月～15年2月､松岡地区公民館…7月～9月。

■申込受付中央公民館は7月1日（月）、松岡地区公民館は6月10日（月）

から受け付けます。時間は午前8時30分から午後5時。土曜

は正午まで。 日曜日は受け付けません。※先着順です。

■問合せ中央公民館恋23-1125松岡地区公民館窓24-0424
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森
林
は
木
材
生
産
や
水
資
源
を
養
う
な
》

●

ど
大
切
な
資
源
で
す
．
松
く
い
虫
に
よ
る
松
”

今
年
も
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
前
に
、
海
岸
清

掃
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
▼
日
時
７
月
７
日

（
日
）
の
午
前
８
時
か
ら
。
※
雨
天
時
は
艸

日
（
日
）
へ
．
▼
場
所
高
戸
小
浜
海
岸
と

（
旧
）
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
前
か
ら
花
三
川
河
□

付
近
の
海
岸
（
工
事
箇
所
を
除
く
）
。
▼
準
備

品
各
自
軍
手
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
（
生
活

環
境
課
内
）
盆
四
１
７
０
３
１

万
却
囿

6月1日は｢人権擁護委員の日」
市には、法務大臣が委嘱した次の人

権擁護委員がいます。

人権を侵害されたときは、相談を受

け、関係機関との連携を取り、適切な

対応を図ります。※敬称略

鈴木廣美（上君田537 ･a28-0103)

大森啓三（高戸917-1 ･a23-1245)

岡野邦弘（上手綱1684･a23-2525)

大部智江（中戸川1878 ･S28-0306)

大和田絹江（本町4-206．窓23-7677）

松
く
い
虫
防
除
薬
剤
を

地
上
散
布
し
ま
す

海
岸
清
掃

､ '

●●●●●●●●●●●●■●●●●●､O●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●● ●

▼
日
時
６
月
釦
日
（
日
）
。
雨
天
中
止
．
▼

場
所
金
砂
郷
町
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
．
▼

内
容
「
み
ん
な
で
け
ろ
う
フ
ッ
ト
サ
ル
」
５

人
以
上
で
チ
ー
ム
を
作
り
参
加
し
て
く
だ
さ

い
．
子
供
の
部
（
小
学
生
）
と
一
般
の
部
（
中

学
生
以
上
）
が
あ
り
ま
す
。
▼
参
加
費
無

料
．
▼
申
込
市
役
所
な
ど
に
備
え
て
あ
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
日
立
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
確
認
し
、
６
月
〃
日
（
月
）
ま
で
に
申

し
込
み
。
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
▼

枯
れ
を
防
ぐ
た
め
、
薬
剤
の
地
上
散
布
を
行

い
ま
す
．
▼
期
間
６
月
上
旬
か
ら
中
旬
．

雨
天
時
や
風
速
３
メ
ー
ト
ル
以
上
の
時
は
行

い
ま
せ
ん
．
▼
時
間
午
前
４
時
か
ら
９
時

こ
ろ
ま
で
．
▼
場
所
森
林
公
園
周
辺
と
高

戸
地
区
民
有
林
．
▼
問
合
せ
農
林
課
窓
四

ｌ
７
Ｏ
３
５

▼
対
象
者
大
学
・
短
大
・
專
修
学
校
の
平

成
旧
年
３
月
卒
業
予
定
者
、
及
び
卒
業
後
１

‐
２
年
で
、
就
職
の
決
ま
っ
て
い
な
い
人
。

▼
日
時
６
月
躯
日
（
火
）
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
二
受
付
は
正
午
か
ら
３
時
）
▼
場
所

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
常
暘
（
水
戸
市
白
梅
２
１
３

１
髄
）
。
▼
参
加
企
業
県
内
の
企
業
印
社

予
定
．
※
履
歴
害
を
複
数
持
参
し
て
く
だ
さ

い
．
▼
問
合
せ
茨
城
県
商
工
労
働
部
労
働

政
策
課
壷
０
２
９
１
３
０
１
１
３
６
４
５

大
好
き
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会

ふ
れ
あ
い
県
北
サ
ッ
カ
ー
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》

ー

●● ● ●●●● ● ●●● ●

児
菫
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年

「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
６
月
岬
日
（
月
）
こ
ろ
に
現
況
届
の
用
紙

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
§
本
年
１
月
１

日
現
在
、
高
萩
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
と
し
て
イ
ン
タ

０

１
ネ
ッ
ト
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
ま
し
た

お
手
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

▼
場
所
市
役
所
及
び
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
、
入
□
ロ
ビ
ー
。
▼
利
用
時
間
平
日
の

午
前
８
時
釦
分
か
ら
午
後
５
時
旧
分
ま
で
．

▼
問
合
せ
企
画
政
策
課
壷
配
１
２
１
１
８

ペ
イ
オ
フ
解
禁
に
つ
い
て
の
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
▼
日
時
６
月
旧
日
（
土
）
午

前
旧
時
か
ら
正
午
ま
で
。
▼
場
所
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室
。
▼
講
師
金
融

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
▼
主
催
ふ
れ
っ
し
ゅ
・

た
か
は
ぎ
（
消
費
生
活
市
民
団
体
）
．
※
託
児

所
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
．
▼
問
合
せ

商
工
観
光
課
公
四
１
７
３
１
６

問
合
せ
企
画
政
策
課
公
四
１
２
１
１
８

児
童
手
当
の
現
況
届

パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
た
め
の
》

生
活
プ
ラ
ン
》

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
》

閲
覧
が
で
き
ま
す
》

ー

､ ●●●■●●●●

表-＝ “

● 、

》
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
の
更
新

現
在
み
な
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
⑤
医
療
福

祉
費
受
給
者
証
（
乳
幼
児
・
妊
産
婦
は
除
く
）

は
、
６
月
即
日
（
日
）
で
使
え
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
新
し
く
受
給
者
証
を
更
新

し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
．

手
続
き
に
は
、
６
月
四
日
（
金
）
に
通
知
す
る

は
が
き
と
保
険
証
、
旧
受
給
者
証
、
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
．
ま
た
混
雑
を
避
け
る

た
め
、
手
続
き
は
地
区
割
り
で
行
い
ま
す
．

指
定
日
に
都
合
が
悪
い
人
は
、
６
月
記
日

（
水
）
か
ら
記
日
（
金
）
ま
で
の
期
間
に
、
手
続

き
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
▼

場
所
保
険
医
療
課
。
▼
時
間
午
前
８
時

釦
分
か
ら
午
後
５
時
旧
分
ま
で
。

割り地区
塵 含 檸垂基鐵二

か
つ
た
人
は
、
そ
の
時
に
住
民
登
録
を
し
て

い
た
市
町
村
か
ら
、
課
税
証
明
（
平
成
旧
年

中
の
内
容
）
を
受
け
、
現
況
届
と
い
っ
し
ょ

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
提
出
期
限
６

月
犯
日
（
金
）
。
▼
問
合
せ
市
民
課
壷
羽
Ｉ

２
１
１
６

▼
問
合
せ
保
険
医
療
課
窓
記
１
２
１
１
７

と宍
一一 地区割り

安良川、

6/26（水）大和町、

東本町、

舂日町、本町、

高浜町、有明町、

肥前町

上手綱、下手綱、秋山、

島名、高萩、石滝、望海

上君田、下君田、横川、

中戸川、若栗大能、福

平、赤浜、高戸

6/27(木）

6/28(金 ｝
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脇脅f禰綴 ビーチバレ-inたかはぎの

参加チーム募集
■日時 7月20日(土)午前9時～午後

4時｡雨天時の態度決定は午前6時。

■会場高萩海水浴場特設コート。

■募集チーム 40チーム(先着順)。

■参加費 1人500円。

■チーム編成男女混合は4人で1チ

ーム､男子・女子は2人でlチーム。

■申込 6月15日(土)～30日（日）。

FAX(22)4090で受け付け。

■問合せ （社)高萩青年会議所

吉田弘海さん恋090-8496-2554

菜花一志さん盆090-2636-9743

鈴木秀鳳カラオケ発表会 絵手紙教室の会員募集

■日時 7月7日（日) 10時開演。

■会場文化会館。

■内容会員によるカラオケの発表

や、飛び入りコーナー。※入場無料。

■問合せ鈴木秀子さん盆22-3727

■活動日 月2回、木曜日の午前9時

から10時30分．

■会場高萩郵便局。

■募集人員20人。

■参加費無料。※材料費は実費。

■講師斉藤隆子先生。

■申込電話で申し込み。

■問合せ鈴木とめのさん壷22-0197今今今命令今●今
十王町|海援隊ﾄｰｸ&ﾗｲﾌﾞ

》

武田鉄矢ら海援隊によるコンサート。

口日時 7月27日(土）午後6時。

口入場料4,000円(全席指定)。

口前売開始 6月7日(金)午前8時30分。

口会場と問合せゆうゆう十王･ Jホール。

a32-7111

｢七タページェントINたかはぎ」

■日時

■会場

■内容

7月6日(土)～7月14日（日）

駅前虹の広場と駅前通り。

七夕飾りの飾り付けなど。あかね絵手紙クラブ作品展

参加団体を募集■日時開催中～30日（日）。午前9時

～午後6時30分

■会場みよし手綱店ギャラリ 。

■内容会員の作成した絵手紙、約

100点を展示。※入場無料

※同クラブでは会員を募集しています。

■問合せ野本冨子さん冠23-5173

‐

■内容短冊や七夕飾りを用意した竹

（1団体1本)に飾り付けていただき

ます。参加費は無料です。

■申込 6月21日(金)までに電話で。

■問合せたかはぎページェントクラ

ブ塚原孝芳さん恋22-2400

平安時代の末から常陸地方を支配し

た佐竹氏の資料等を展示。※入場無料

．期間前期 6月15日(土)～7月7日（日）

後期 7月10日(水)～8月4日旧）

時間は午前9時～午後4時30分。

月曜日は休館。

．会場常陸太田市郷士資料館。

．問合せ常陸太田市教育委員会生涯

学習課盆0294-72-8888

真鍋|溥遣作展
萩っこ･カラオケ大会出演者募集

高萩市に生まれ、高萩炭礦でのエン

ジニアを退職後、本格的に油絵を始め

ました。一昨年9月没。

■日時 6月16日（日）～22日(土)。

午前10時～午後5時。

■会場市民センター。※入場無料。

■内容油絵の作品など約20点を展示，

■問合せ真鍋テル子さん恋23-0412
弓

：

■日時 8月4日（日） 9時30分。

■会場総合福祉センター。

■参加費3,000円(全員にトロフィーと盾）

■申込 7月10日までにテープ及び出

演料を添えて、総合福祉センター2

階大浴場隣りの大広間あて申し込み

（先着100名)。

■問合せ木田恒夫さんa23 0764

識愛善憲⑳霧、蕊
～ありがとうございました～

*社会福祉協議会へ

．市役所運転者一同 1,009円

・日本加工製紙労働組合

青年女性部 20,320円

、
、
）

中央公民館木彫クラブ作品展
#j "f獣'"．
』§: 、 :藍'

齢#

“
蕊

■日時 7月10日(水)～15日（月）。

午前10時～午後5時。編終日|杵俊31寺。

■会場市民センター2階会議室。

■問合せ山田嘉明さんa24-3254蝿‘

’

’

二

‐

シ
朝
ま
だ
暗
い
午
前
四
時
。
山
下
博

し
さ
ん
の
日
課
と
な
っ
て
い
る
犬
の
散

歩
に
同
行
し
て
、
空
き
缶
拾
い
の
状

し
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
散
歩
が
一
○
年

シ
余
り
毎
日
続
い
て
い
た
か
と
思
う

し
と
、
そ
の
が
ん
ば
り
と
気
力
に
圧
倒

し
さ
れ
、
た
だ
関
心
の
一
言
で
し
た
。

し

麗

ししし
市
内
に
は
高
等
学
校
が
３
校
あ

し
リ
、
人
口
規
模
か
ら
す
る
と
多
い
そ

し
う
で
す
。
ど
こ
も
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が

し
盛
ん
で
、
毎
年
、
関
東
大
会
や
イ
ン

レ
タ
ー
ハ
イ
の
常
連
。
生
徒
達
は
、
好

し
き
な
こ
と
に
集
中
で
き
て
汗
を
流
し

津
て
い
る
せ
い
か
、
明
る
い
目
を
し
て

し
ま
し
た
。

シ
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
方
の
熱
意

し
も
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
維
持
さ
せ
て

し
い
る
の
で
し
ょ
う
。

固

し

5月22日（水）、高萩ライオンズクラブか

ら展示物を納めるパンフレットスタンドが市

に寄贈され、高萩駅に設置しました。

＜写真左から＞坂部昭夫高萩駅長、今泉

七郎高萩ライオンズクラブ会長､岩倉市長。

5月号13ページに掲載した｢国民年金

,”｣の別表内金額に誤りがありました。

お詫びして訂正いたします。

標準4人世帯の全額免除所得ベース

159万円。半額免除収入ベース430万円。
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羅 濠無料⑳相談
高萩市バレーボール連盟春季2部大会

□とき 4月28日（日） □ところ市民体育館

口参加チーム 7チーム

〔優勝]B-FRIENDS [準優勝〕駒木原

字…
…

鐸燕撚

スポーツの結果戸澤…一一

一一一ローーーーローーーーーー－＝一一一一一

行政相談
一一一一.一一＝一一一一＝一一一一一

／

第3回高萩バトミントン大会

□とき 4月14日（日）□ところ市民体育館口参加者30組60人

日時:6月13日(木) ・27日(木)、

午後1時～3時／場所:市民相談

室／相談員：鈴木清相談員

●秘書課盆23-7320

＜交通事故相談 ・＞
日時:6月18日(火)ヘ午前10時～

午後'3時／場所：市民相談室

●中央交通事故相談所？■ % ' ･きゞ r
謬鱸噂琢" . ､

』恋029-233-5621 」 蕎器" ”が" ; “

‐ ~壷≦1 便 勝 準優勝 第？3位
iM聡志 小川原英樹・渡辺博之 桜場正彦・征矢桜場正彦・征矢男子1部

男子2部

裕

阿部裕・樫村浩明

小野恭太・渡辺浩志

原野雄一・岡部聡志

石川香・森山光子 荒木敏夫g菊池紀幸

磯野ゆかり ・菊池康子女子1部

女子2部

女子3部

高倉加奈・平塚真理子

清水寛子・湖口紀子

草彌敦子・武川泰子

上村祐子・松本直美 ｜木ノ内健・長谷川一雄
宗像幸子・志田真由美|水野美穂子・堀幸子

第27回茨城県学童野球大会高萩支部予選会

□とき 4月28日（日） ・ 5月5日（日） □ところ市営野球場

口参加チーム 6チーム

〔優勝〕松原 〔準優勝〕島名中央 〔第3位〕松岡

心配ごと相談

日時：毎週木曜日の午後1時～3

時／場所：総合福祉センター

＊相談の内容により弁護士相談を

受けることができます｡

●社会福祉協議会壷23-8341

で蒲要具両巡回稠談 ＞
日時：6月28日（金）午後9時～正

午／場所：総合福祉センター

●福祉事務所恋23-7030

ー

関東大会へ出場1市内B高等学校から

B種競技で新記録佐藤克憲さん(高萩工）

－高萩工業高等学校陸上部.ウエイトリフティング部
精神保健相談（予約制）

佐藤克憲さん（3年、北茨城市）

は、 5月12日（日）と13日(月)に笠松

運動公園で行われた県高校総体の8

種競技で、 5,229点とこれまでの記

録を大幅に更新する大会新記録で優

勝しました。

ウエイトリフティング53kg級の
栗橋亮さん(3年、十王町)ととも
に、今月初旬、関東大会に出場しま

した、

日時:6月19日(水派J25日(火) く
ジ “ 、 学 “

7月3日（水） ・ ‘10日(水)午後1時

～2時／場所：日立保健所≠

●日立保健所窓0294-22-4196

蕊
轤

一
一

議
画

こころの相談（予約制）

日時： 7月5日(金)午前10時～正

午／場所：総合福祉センター内の

相談室／相談員：精神科医と保健師

●健康づくり課壷24-2121

佐藤克惠さん栗橋元ごん
－－レノ

犬猫引きとり日 ー

高萩高等学校体操競技部日時：6月19日（水） ・7月3日(水)、

午前11時10分～11時20分／場

所：第2庁舎東側

●生活環境課盆23-7031

6月1日（土）と2日（日）に、群

馬県で行われた関東高校体操競技大

会(個人の部)に出場しました。

写実左から高原あゆみさん(3年､剛山)、

青木一真さん(2年‘北”市)、堀江亮さ
しば

ん( 1年､峨肺)、柴龍さん(2年,眈碗肺)、

村井友樹(3年､眈鈍肺）

r率覇蓄 ■
総合福祉センター内浴場狂22-0080

月
月
４
２
２
２

月
月
㈹
８
画
顕 鱈

花貫物産センター 壷28-08081

硯18(火) ・25（火）

圃2(火) ・ 9(火) ・16(火）

松丘高等学校ボクシング部

6月1日（土)から3日（月）まで、

茨城県で行われた第44回関東高校

学校ボクシング大会に出場しました。
いでた

写真左から出田裕一さん(ｳｴﾙﾀ-MI 3

隼1”市)、大平直樹さん(ﾌﾗｲMI3年旧

姉)、金澤悠さん( ﾝﾀﾑm2年‘上手綱)、

吉原隼人さん(ﾗｲﾄMI2年‘峨獅）

トイレの汲み取り

花貫クリーンセンター 丑22-4318

慰
頭
．

16（日） ・23（日） ・30(日）

7（日） ・ 8（月） ・ 14(日）

_一づ
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- |高||萩’

圭籠中鍾尊噛蓼塞
ナ

[写真と文］柏義夫さん

(高萩）了 － （｢司不火ノ

平成13年11月18日撮影

…一一……ー… ‐ － ‐ 工 一

大北川上流の艤川地区で工事が進お小山ダム｡完成すれば

県内最大の貯水舅を誇る大きなダムになります｡写真は下流
ー

日曜緊急医療当番医です
〔時間〕午前9時～午後4時

の膜川集落から上流に向かって撮影したもので､中興の白く

貝える離分が水没するところです｡この右上には付替道路と

並んだ展望台毛あり､工事の様子を貝ることかできます。
6月

日 病院･医院名(所在地） 電話

9日鯉2M三ﾂ2I下王鋤畷lL(22)10
福島クリニ

00

ック(十王町) | (32)6800

雄

覗柵叩４

鴬

顧雪電目鹿逼
16日たばたクリニック(高戸 ) | (20)551 1
23日 高萩クリニック(秋山） ６

０
０
７
１
７
２
０

ｊ
ｌ
２
４
２
２
Ｋ
ｋ30日高高萩それいゆ病院(上手綱）

ーーrー一Fー豆一一丁 ~一T一.一F一一ｺ一・一可.一一T~ーFー~E一一弓一一〒ーーrモートーヘー 寺一 ÷・・

_｣_i松下扇子さん_(高戸)j__1__i__L__|_

-r一｢弓･言お子さんは､TI青菜ちゃん5T~T~1-

~一一弓～■一守口＝ ■一Fロー ローーローヨロ＝

7月

日

7日 や

]4日 爵

や

病院･医院名(所在地） 電話

やすらぎの丘温泉病院(下手細） （24) 1212

諸原産婦人科医院(高戸） （23)31 13

十王医院(十王町） （32)3266

宍戸小児科医院(安良川） （23)2318

内田医院(大和町） （22)2137

すらぎの丘温泉病院(下手細）

諸原産婦人科医院(高戸）

十王医院(十王町）

先e、 弓年ちょっとO)閻誘世話(2

石つだオ△い/も突霊卒業した暗渠。
~可一一勺

｣_これまで「/、イ△_王§iたつち_gn
hよ-.-三葉此石と｡とれも印っても

I l I l l l I l

で､きるよう(2なる(Z(ざ平均よL )も)、

aL)①閂O乞雲ある反面､ EO)ITg(さ
急奪(Z鐸れち印し)罠市とOう躁し)厚

しで､やって来てし､る①で､これが晴
1 } } 1 1 1

zO)ベースなれだとO)hひし)霊えて

Oたパパと私。 ｜バンい/2ee力､局徒
1． －L －－L､--1--」- -上一一L_ し一」一 』一一L－．一L－－I－－」－－上一一

敗ぢくトイしで､で､きるよう(Zちつ尼

O)(Z(ささあか(2蕾かされましたo-1--
~テーーーー弐一.一号一一T一一F一一'一一句 一丁一一rー一i一一一1－ ~Tー一言.一一デー~

_｣_△宝_ドILも勺' ﾉやある唐に貝せて
くれる誇らしげな苔(2肺まされぢか

ら、親として駆け出しで､ある私たち

③鼻も言っこい仕危らと恩Qまあ。

21日

28日

L」

※（ ）は前月比

圏雛職蝿伽"4人I-6，
潔12,102世制691

6月の納税，納期は､7月1日(月)です。
＊国民健康保険税(第1期）

＊市県民税(第1期）

このコーナーに登場するお父さんやお母さIんを募集しています。
~ーr一一佇一弓一一丁一一Tー一F一一1ーー司一=T－ F q一一弐一・一千一一デー一Fー司一 ~句一一十一一F一一1 ．一弓.一一〒一一ﾃｰｰｰｰ可－

詳しくは､|秘書課（壷23+7320) |あてご連絡ください。 ｜」 ‘ L

たかはぎ市報
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